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今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
�
巣

ご
も
り
需
要
�
で
家
庭
用
商
品

の
販
売
は
堅
調
だ
っ
た
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
消
滅
や
外

食
向
け
業
務
用
商
品
の
販
売
が

振
る
わ
ず
、
水
産
物
も
高
級
魚

や
養
殖
魚
が
不
振
だ
っ
た
。
今

後
の
年
末
需
要
に
ど
う
影
響
す

る
か
を
懸
念
し
て
い
る
。

海
外
で
も
グ
ル
ー
プ
会
社
の

大
洋
エ
ー
ア
ン
ド
エ
フ
が
漁
獲

し
て
い
る
メ
ロ
や
キ
ン
メ
ダ

イ
、
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
魚
価
が

上
が
ら
ず
厳
し
い
展
開
と
な
っ

た
。
漁
船
は
コ
ロ
ナ
禍
の
都
市

封
鎖
で
船
員
交
代
が
ま
ま
な
ら

ず
、
長
期
の
係
船
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
稼
働
は
大
幅
に

低
下
し
た
。

中
期
経
営
計
画
「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ

ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｔ
ｏ
ｗ
ａ
ｒ

ｄ
２
０
２
１
」
は
来
年
が
最
終

年
度
と
な
る
が
、「
食
品
」「
物

流
」
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

一
方
、「
水
産
」「
海
外
」
は
厳

し
く
、
全
体
と
し
て
当
初
の
目

標
達
成
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
赤
字
が

続
い
た
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
シ
ー
フ

ー
ズ
（
北
米
子
会
社
）
や
荷
受

ユ
ニ
ッ
ト
の
不
振
な
ど
は
構
造

的
な
問
題
も
含
ん
で
い
る
。
Ｐ

パ
ン
は
事
業
譲
渡
で
出
血
を
止

め
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
解
決

に
向
け
た
ス
タ
ン
ス
を
来
年
は

明
確
に
す
る
。

荷
受
は
既
に
大
都
魚
類
の
完

全
子
会
社
化
な
ど
、
具
体
的
に

動
き
出
し
て
い
る
が
、
ユ
ニ
ッ

ト
全
体
と
し
て
様
々
な
面
か
ら

立
て
直
し
を
進
め
る
。

来
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
継

続
す
る
と
見
て
、
確
固
た
る
組

織
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
る
。

「
企
業
価
値
の
向
上
と
持
続
的

成
長
」の
た
め
の
経
営
戦
略
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
る

と
も
に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

中
長
期
計
画
」
や
「
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
」

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

漁
業
・
養
殖
事
業
は
、
海
外

ま
き
網
の
カ
ツ
オ
漁
獲
減
や
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
養
殖
魚

の
販
売
不
振
と
魚
価
下
落
で
非

常
に
厳
し
い
年
と
な
っ
た
。
グ

ル
ー
プ
の
養
殖
事
業
は
ブ
リ
、

カ
ン
パ
チ
、
マ
グ
ロ
が
主
体
だ

が
、
特
に
カ
ン
パ
チ
は
平
均
相

場
が
キ
ロ
１
３
０
０
円
か
ら
７

０
０
円
台
ま
で
下
が
っ
た
。
当

面
は
生
産
拡
大
よ
り
コ
ス
ト
削

減
の
道
を
進
ま
ざ
る
を
得
な

い
。
Ｐ
パ
ン
は
事
業
譲
渡
の
後

も
鮭
鱒
製
品
の
販
売
は
継
続
す

る
。荷

受
再
編
に
向
け
た
具
体
的

な
話
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、

荷
受
の
集
荷
機
能
は
必
要
不
可

欠
。
集
荷
に
加
え
、
付
加
価
値

を
高
め
た
販
売
に
注
力
す
る
こ

と
で
今
後
の
活
路
を
拓
く
。

食
品
事
業
の
社
会
的
使
命
の

大
き
さ
を
再
認
識
し
た
年
と
な

っ
た
。

業
績
面
で
は
、
家
庭
用
冷
凍

食
品
が
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

か
ら
家
庭
内
消
費
が
伸
長
し
た

た
め
増
収
増
益
と
な
っ
た
が
、

業
務
用
食
品
は
コ
ロ
ナ
禍
で
依

然
と
し
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
一
時
は
回
復
傾
向
に
あ

っ
た
が
、
こ
こ
へ
き
て
第
３
波

が
到
来
し
、
再
び
先
行
き
不
透

明
に
な
っ
た
。
生
協
や
介
護
食

向
け
の
販
売
は
順
調
に
推
移
し

た
。こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
食
品

事
業
全
体
と
し
て
は
予
算
を
上

回
り
、
中
計
の
目
標
値
に
沿
っ

た
形
で
推
移
し
て
い
る
。
今
後

の
コ
ロ
ナ
の
動
向
が
読
め
な
い

が
、（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
）

家
庭
用
、
業
務
用
の
ユ
ニ
ッ
ト

再
編
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
対
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
、
シ
ー

フ
ー
ド
レ
ガ
シ
ー
、
セ
イ
ラ
ー

ズ
フ
ォ
ー
ザ
シ
ー
日
本
支
局
、

ザ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー

バ
ン
シ
ー
、Ｅ
Ｄ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
、

Ｇ
Ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
は
、
４
日

に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成

立
し
た
Ｉ
Ｕ
Ｕ
（
違
法
・
無
報

告
・
無
規
制
）
漁
業
対
策
を
目

的
と
す
る
「
特
定
水
産
動
植
物

等
の
国
内
流
通
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
」
に
関
す
る
共
同

声
明
を
同
日
発
表
し
た
。

Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
対
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
法
律
の
成
立
に
つ
い
て

「
日
本
が
水
産
大
国
と
し
て
の

責
任
を
果
た
す
上
で
大
変
望
ま

し
い
動
き
と
し
て
評
価
・
歓
迎

す
る
。
ま
た
、
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
正

に
漁
業
を
行
っ
て
い
る
我
が
国

漁
業
者
に
と
っ
て
も
、
不
公
平

な
競
争
を
排
除
し
て
本
来
得
ら

れ
る
は
ず
の
適
正
な
収
入
を
確

保
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
」
と

評
価
し
て
い
る
。

共
同
声
明
で
は
、
法
律
が
２

年
後
に
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間

に
、
①
公
平
で
明
確
な
基
準
に

基
づ
く
対
象
魚
種
の
選
定
②
電

子
化
に
よ
る
事
業
者
負
担
の
軽

減
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

推
進
③
国
際
連
携
の
推
進
―
―

の
３
つ
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
な

ど
を
提
案
し
て
い
る
。

対
象
魚
種
の
選
定
に
つ
い
て

は
「
公
平
か
つ
明
確
な
基
準
に

基
づ
き
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
の
リ
ス
ク

が
高
い
魚
種
（
例
え
ば
輸
入
水

産
物
に
つ
い
て
は
マ
グ
ロ
類
、

カ
ニ
類
、
ウ
ナ
ギ
類
、
ヒ
ラ
メ

・
カ
レ
イ
類
、
イ
カ
類
な
ど
）

を
確
実
に
対
象
に
含
め
る
こ
と

が
必
要
」と
し
て
い
る
。
ま
た
、

議
論
を
行
う
検
討
会
に
つ
い
て

は
「
（
関
係
者
に
加
え
て
）
科

学
者
、
環
境
保
護
団
体
な
ど
幅

広
い
立
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
を
含
め
た
上
で
、
オ
ー
プ
ン

な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
る
こ
と
」

を
求
め
て
い
る
。

電
子
化
に
よ
る
事
業
者
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
不
可
欠
と
し
て
、
「
ス

マ
ー
ト
水
産
業
の
取
り
組
み
と

連
携
し
な
が
ら
、
漁
獲
番
号
と

当
該
漁
獲
番
号
に
係
る
情
報
を

中
央
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
存

し
、
必
要
に
応
じ
て
共
有
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。

国
際
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
「
漁
獲
証
明
書
の
記
載
項

目
は
Ｅ
Ｕ
や
米
国
と
協
議
を
行

い
、
で
き
る
限
り
の
統
一
を
図

る
。
ま
た
、
他
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
に
対
し
て
も
日
本
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
Ｉ

Ｕ
Ｕ
漁
業
対
策
に
関
す
る
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

し
て
い
る
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
池
見
賢
社
長
は
９
日
、
年
末
会
見
を
行
い
、
今
年
を
振
り
返

っ
て
の
所
感
と
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
、
来
年
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

こ
の
中
で
池
見
社
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
に
明
け
暮
れ
た
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
年
と
な
っ
た
。
い
か
な
る
状
況
に
も
対
応
で
き
る
強
い

組
織
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
て
き
た
が
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
」
と
強
調
。
「
４

月
の
社
長
就
任
以
来
、
対
外
的
な
活
動
は
全
面
ス
ト
ッ
プ
。
社
外
の
方
と
は
今
も

お
会
い
で
き
な
い
ま
ま
」
と
歯
が
ゆ
さ
を
に
じ
ま
せ
つ
つ
、「
社
内
の
業
務
改
善
や

働
き
方
改
革
で
は
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
」
と
総
括
し
た
。
会
見
に
は
水
産
・

畜
産
部
門
統
括
の
粟
山
治
専
務
、食
品
部
門
統
括
の
半
澤
貞
彦
専
務
も
同
席
し
た
。

直近１年に開設もしくは新

たなスタートを切ったＥＣサ

イトに焦点を当て、各社の特

徴や強み、戦略、事業にかけ

る思いなどを聞いた。

なかもと・みちひろ １９６４年、広島

県大竹市出身。高校卒業後、総合食品

卸売業の中村角に入社。日配部門に１２

年間在籍した後、水産部門の量販店開

拓を担当。同社の成長を支えてきた。

現
在
、
水
産
部
門
に
お
け
る

納
品
先
は
９５
％
を
量
販
店
が
占

め
る
が
、
中
村

成
朗
現
会
長
の

命
で
新
規
開
拓

を
開
始
し
た
当

時
は
２
次
卸
へ
の
納
品
が
８

割
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状

態
で
量
販
店
を
訪
ね
歩
き
、
販

路
を
開
拓
し
た
。
取
引
成
立
に

伴
う
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

自
ら
行
っ
た
。

「
恥
も
知
ら
ず
に
よ
く
や
れ

た
も
の
だ
」
と
当
時
の
自
身
の

姿
を
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
り

つ
つ
、
「
あ
の
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
」
と
強
調

す
る
。
中
村
現
会
長
の
�
先
見

の
明
�
へ
の
敬
意
と
感
謝
の
思

い
は
薄
れ
る
こ
と
は
な
い
。

現
在
、
事
業
の
柱
と
な
っ
て

い
る
量
販
店
と
の
取
引
き
も
当

時
の
飛
び
込
み
営
業
か
ら
始
ま

っ
た
。
経
験
か
ら
学
ん
だ
攻
め

の
営
業
ス
タ
イ
ル
は
今
も
変
わ

っ
て
お
ら
ず
�
バ
イ
ヤ
ー
の
業

務
を
支
援
す
る
卸
売
業
�
を
常

に
追
求
し
続
け
て
い
る
。

積
極
的
に
提
案
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
は
異
な
る

分
野
の
地
域
生
産
者
同
士
を
コ

ラ
ボ
さ
せ
て
、
中
村
角
の
Ｐ
Ｂ

商
品
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

中
本
氏
の
貢
献
も
あ
り
、
同

社
の
中
国
５
県
に
お
け
る
基
盤

は
堅
固
と
な
っ
た
。
次
な
る
目

標
と
し
て
西
日
本
全
体
に
お
け

る
シ
ェ
ア
拡
大
を
掲
げ
る
。

「
若
い
世
代
が
こ
れ
か
ら
の

中
村
角
を
担
っ
て
い
く
」と
し
、

目
標
達
成
の
た
め
人
材
育
成
に

も
力
を
入
れ
る
。

若
手
と
接
す
る
う
え
で
心
掛

け
て
い
る
の
は
、
昔
の
話
を
持

ち
出
さ
な
い
こ
と
。
自
身
が
若

手
だ
っ
た
頃
と
社
会
情
勢
や
労

働
環
境
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
働
き
方
を
押
し
付

け
な
い
よ
う
留

意
し
て
い
る
。

「
若
手
の
勢

い
や
挑
戦
を
妨

げ
な
い
こ
と
が
大
事
。
一
度
や

二
度
の
失
敗
は
成
長
の
糧
と
し

て
考
え
、
責
め
す
ぎ
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
い
る
。
各
営
業
所

で
活
躍
す
る
若
手
も
多
く
、
今

後
も
期
待
し
て
い
る
」
（
同

氏
）
。

さとふるは北海道留萌市の

自治体・事業者と交流するイ

ベントをオンラインコミュニ

ティで開催し、井原水産が数

の子をＰＲした。

イオンリテールは来年の節

分に向けた恵方巻の予約受け

付けを開始。厳選された「プ

ライドフィッシュ」や、ＭＳ

Ｃ・ＡＳＣ認証の水産物を使

用した恵方巻を展開する。

大
櫛
社
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡

大
は
食
品
領
域
に
も
多
大
な
影

響
を
与
え
た
。
人
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
一
過
性
と

は
考
え
に
く
く
、
今
後
は
『
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
』
に
対
応
し
た

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
」
と
語
っ
た
。
各
社
長
の
発

言
要
旨
は
次
の
通
り
。

上
期
（
４
〜
９
月
）
は
主
に

外
食
向
け
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
減
収
と
な
っ
た
が
、
低
温

物
流
が
好
調
に
推
移
し
た
こ
と

や
全
社
的
な
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
徹
底
な
ど
で
営
業
利
益

は
増
益
を
確
保
し
た
。

通
期
は
売
上
高
５
７
１
５
億

円
（
前
年
比
２
％
減
）
、
営
業

利
益
３
２
０
億
円（
同
３
％
増
）

を
見
込
む
。
売
上
高
が
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
外
食
向
け
の
苦
戦
が

続
く
が
、
営
業
利
益
は
過
去
最

高
益
の
見
込
み
。

我
々
の
使
命
は
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
食
の
供
給
を
停
滞
さ

せ
な
い
こ
と
。
１２
月
１
日
に
創

立
７５
周
年
を
迎
え
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
業
容
拡
大
は
社
会
の
変

化
に
迅
速
に
対
応
し
て
き
た
歴

史
で
も
あ
る
。
今
後
も
持
続
的

な
成
長
を
果
た
し
、
新
た
な
価

値
創
造
に
努
め
た
い
。

日
本
の
冷
凍
食
品
が
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
価
値
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
我
々
と
し
て
も
事

業
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
。

上
期
は
家
庭
用
調
理
品
で
主

力
の
米
飯
や
「
特
か
ら
」
「
極

上
ヒ
レ
か
つ
」が
好
調
だ
っ
た
。

業
務
用
は
外
食
業
態
や
大
手
ユ

ー
ザ
ー
向
け
の
回
復
が
遅
れ

た
。
営
業
利
益
は
家
庭
用
の
拡

販
や
海
外
関
係
会
社
の
利
益
向

上
、
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

増
益
と
な
っ
た
。
船
橋
工
場
の

新
ラ
イ
ン
も
順
調
に
稼
働
し
て

い
る
。

海
外
で
は
米
国
の
イ
ノ
バ
ジ

ア
ン
・
ク
イ
ジ
ー
ン
社
が
好
調
。

コ
ロ
ナ
特
需
で
家
庭
用
商
品
が

伸
長
し
、
市
場
シ
ェ
ア
が
拡
大

し
た
。

通
期
は
中
食
・
惣
菜
向
け
の

業
務
用
調
理
品
で
既
存
品
の
拡

大
や
新
商
品
の
開
発
に
取
り
組

む
。
需
要
の
強
い
福
祉
給
食
へ

の
対
応
も
強
化
す
る
。
ま
た
、

家
庭
用
・
業
務
用
の
垣
根
が
な

く
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
向
け

た
対
応
に
注
力
す
る
。

上
期
は
水
産
が
減
収
減
益
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
外
食

向
け
や
海
外
販
売
が
低
迷
し

た
。
畜
産
は
輸
入
冷
凍
品
の
販

売
が
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
内

食
・
中
食
の
取
り
込
み
で
営
業

増
益
を
確
保
し
た
。

水
産
は
回
転
寿
司
業
態
で
需

要
回
復
の
兆
し
が
あ
る
ほ
か
、

巣
ご
も
り
消
費
向
け
の
販
売
強

化
や
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組

み
、
収
益
確
保
を
図
る
。

畜
産
は
引
き
続
き
精
肉
売
場

や
加
工
品
の
販
売
に
注
力
す
る

と
と
も
に
、
食
品
ス
ー
パ
ー
向

け
に
生
鮮
食
肉
の
加
工
・
包
装

・
出
荷
を
一
括
管
理
す
る
プ
ロ

セ
ス
セ
ン
タ
ー（
国
内
２
拠
点
）

の
稼
働
向
上
で
通
期
の
増
益
を

図
る
。

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は

巣
ご
も
り
消
費
で
Ｔ
Ｃ
（
通
過

型
セ
ン
タ
ー
）
の
取
り
扱
い
が

拡
大
し
、
作
業
効
率
化
も
進
ん

で
い
る
。
需
要
が
拡
大
す
る
冷

凍
食
品
の
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
に
向
け
、
開
催
地

区
で
共
同
保
管
・
配
送
を
開
始

し
た
。

海
外
は
欧
州
で
外
食
向
け
運

送
が
減
少
し
た
が
、
量
販
店
向

け
の
物
量
増
加
が
カ
バ
ー
。

通
期
は
売
上
高
２
１
０
０
億

円
（
前
年
比
２
％
増
）
、
営
業
利

益
１
２
５
億
円
（
同
６
％
増
）

を
見
込
む
。
下
期
は
、
関
西
・
東

海
地
区
で
の
貨
物
再
配
置
や
キ

ョ
ク
レ
イ
本
牧
物
流
セ
ン
タ
ー

（
横
浜
市
、２
０
２
１
年
３
月
稼

働
予
定
）
な
ど
の
コ
ス
ト
増
が

あ
る
が
、
欧
州
で
は
集
荷
拡
大

や
コ
ス
ト
削
減
に
注
力
す
る
。

業
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
出

庫
作
業
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

一
括
購
入
し
た
ほ
か
、
自
動
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
証
実
験
を

進
め
て
い
る
。
今
後
は
「
ピ
ッ

キ
ン
グ
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
が
テ

ー
マ
。

ニ
チ
レ
イ
は
８
日
、
年
末
社
長
会
見
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
き
、
大
櫛
顕
也
ニ
チ
レ
イ
社
長
、
竹
永

雅
彦
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
社
長
、
金
子
義
史
ニ
チ
レ

イ
フ
レ
ッ
シ
ュ
社
長
、
梅
澤
一
彦
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ

グ
ル
ー
プ
本
社
社
長
が
今
年
の
事
業
概
況
と
来
年

の
見
通
し
に
つ
い
て
語
っ
た
。

農
水
省
は
、

即
戦
力
人
材
と

企
業
を
つ
な
ぐ

転
職

サ

イ

ト

「
ビ
ズ
リ
ー
チ
」

を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
・
食

品
産
業
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
で
き
る

人
材
を
２
０
２
１
年
１
月
４
日

ま
で
公
募
し
て
い
る
。

農
水
省
は
２
０
１
９
年
に

「
デ
ジ
タ
ル
政
策
推
進
チ
ー
ム
」

を
新
設
し
、
Ｄ
Ｘ
人
材
を
ビ
ズ

リ
ー
チ
上
で
初
め
て
募
集
。
約

９
０
０
人
の
応
募
の
中
か
ら
２

人
を
採
用
し
た
。

省
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
を
よ

り
強
化
す
る
た
め
、
「
デ
ジ
タ

ル
政
策
推
進
チ
ー
ム
」
を
含
め

た
新
組
織
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル

戦
略
グ
ル
ー
プ
」
を
今
年
８
月

設
置
。
民
間
の
Ｄ
Ｘ
人
材
を
さ

ら
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
農
林

水
産
業
・
食
品
産
業
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
。

農
水
省
で
は
２
０
２
４
年
ま

で
に
省
内
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
を
１
０
０
名
に
増
や

す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
外

部
か
ら
Ｄ
Ｘ
人
材
を
採
用
す
る

だ
け
で
な
く
、
組
織
内
育
成
に

も
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
デ
ー

タ
活
用
に
強
い
組
織
に
成
長
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。今

回
募
集
し
て
い
る
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
グ

ル
ー
プ
」
配
属
の
デ
ジ
タ
ル
制

作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
シ
ス
テ

ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
２
職
種
。

詳
細
は
「
ビ
ズ
リ
ー
チ
」
の

公
募
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s

:
/
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w
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）
に
掲
載
。

我
が
家
の
買

い
場
の
定
番
は

横
浜
南
部
市
場

で
あ
る
。
県
内

で
水
揚
げ
さ
れ

る
鮮
魚
、
と
く

に
三
崎
の
マ
グ

ロ
、
小
柴
の
ア

ナ
ゴ
、
黒
鯛
、
コ
チ
が
豊
富

で
価
格
も
総
じ
て
手
頃
な
の

で
よ
く
利
用
す
る
。

先
日
は
北
海
道
の
サ
ン
マ

を
２
本
買
っ
た
が
、
１
本
１

０
０
円
。
若
干
細
め
と
は
い

え
、
こ
れ
で
は
漁
師
さ
ん
に

申
し
訳
な
い
。

野
菜
も
豊
富
で
安
い
。
生

活
習
慣
病
対
策
か
ら
食
事
は

「
野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
す
る
我
が
家
に
は

有
難
い
。
さ
れ
ど
こ
れ
は
安

す
ぎ
る
と
思
っ
た
の
が
「
大

根
４８
円
」の
値
札
。
大
き
さ
、

形
、
色
つ
や
と
も
申
し
分
な

い
の
に
４８
円
は
安
過
ぎ
る
。

農
家
に
い
く
ら
渡
る
の
か
。

大
き
な
天
災
の
な
か
っ
た

今
年
は
生
産
が
順
調
、
大
根

の
出
荷
価
格
が
平
年
の
半
値

程
度
に
落
ち
込
ん
だ
と
い

う
。三

浦
半
島
で
は
あ
ま
り
の

安
値
に
耐
え
か
ね
て
大
根
か

ら
セ
ロ
リ
に
転
作
す
る
農
家

が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

し
か
し
、
大
根
を
セ
ロ
リ

に
転
作
で
き
る
農
業
は
ま
だ

恵
ま
れ
て
い
る
。
自
然
相
手

の
漁
業
は
サ
ン
マ
が
安
い
か

ら
サ
バ
を
獲
ろ
う
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
網
に
か

か
っ
た
も
の
を
売
る
の
が
宿

命
な
の
で
あ
る
。

一
魚
種
の
量
が
ま
と
ま
ら

な
い
と
、
人
件
費
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
箱
代
、
物
流
費
な
ど

の
経
費
が
賄
え
ず
、
出
荷
す

ら
で
き
な
い
。
南
部
市
場
の

よ
う
に
産
地
と
消
費
地
の
両

面
を
も
つ
市
場
は
貴
重
な
存

在
だ
と
い
え
る
。
生
産
者
と

消
費
者
の
繋
ぎ
手
と
し
て
大

い
に
繁
盛
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

ご
愛
読
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
水
産
タ
イ
ム
ス
」
は
本
号

が
今
年
の
納
刊
号
と
な
り
ま

す
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
は
１
月
１
日

号
か
ら
発
行
い
た
し
ま
す
。
良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

編
集
部
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井原水産、さとふるで数の子ＰＲ

http : //www.moriya-elevator.co.jp

�０４５（７８５）３１１１（代）

「信頼と誠実」

イオンの恵方巻に
プライドフィッシュ

ＥＣ特集

日日本本海海ににつつななががるるオオホホーーツツクク海海のの数数のの子子はは、、古古来来日日本本人人がが
慣慣れれ親親ししんんででききたた食食味味ををももつつおおいいししいい数数のの子子でですす。。

守谷エレベータ

オオホホーーツツクク数数のの子子普普及及協協議議会会はは、、ロロシシアア・・オオホホーーツツクク海海産産数数のの子子のの普普及及をを目目的的にに

２２００２２００年年９９月月１１４４日日にに設設立立さされれたた任任意意団団体体でですす。。

事務局：カリフッド㈱内

今週の紙面

入会のお問い合わせ先

ロロシシアア産産

数数のの子子

「ビズリーチ」で
ＤＸ人材を公募

「
確
固
た
る
組
織
づ
く
り
に
全
力
」池
見

社
長

ママママママママママ
ルルルルルルルルルル
ハハハハハハハハハハ

ニニニニニニニニニニ
チチチチチチチチチチ
ロロロロロロロロロロ

ス
ピ
ー
ド
感
も
ち
経
営
戦
略
遂
行

オホーツク数の子普及協議会
ロシア産数の子のお問い合わせは当会まで！

食
品
事
業
の
社
会

的
使
命
を
再
認
識

http : //www.okhotsk-kazunoko.org/

農
水
省

半
澤
専
務（
食
品
）

年末会見

ニチレイ年末会見

大
櫛

社
長「
新
生
活
様
式
に
対
応
」

通
期
の
増
収

増
益
見
込
む

福
祉
給
食
へ

の
対
応
強
化

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

コ
ロ
ナ
、
年
末
需

要
へ
の
影
響
懸
念

池見社長

梅
澤
社
長（
低
温
物
流
）

荷
受
は
付
加
価
値
を

高
め
た
販
売
に
注
力

竹
永
社
長（
加
工
食
品
）

池
見
社
長

粟
山
専
務（
水
産
）

本
号
が
納
刊
号

大櫛社長

株式会社 ティーオー食研

美味しく安全安心な食品を世界からお届けします

中国・韓国・トルコ

ＩＩＵＵＵＵ撲撲滅滅へへ前前進進
対策フォーラムが共同声明

国際連携などを提案

〒１０５－０００４
東京都港区新橋３丁目２６－３ 会計ビル６Ｆ
電話０３－６２６４－６１９７ ＦＡＸ０３－６２６４－６１９８

代表取締役会長 所 英樹

営
業
利
益
は
過
去

最
高
益
の
見
込
み

双眼鏡

大
櫛
社
長（
全
社
）

回
転
寿
司
需
要

が
回
復
の
兆
し

令和新時代

中
村
角
㈱

低
温
食
品
第
１
部

金
子
社
長（
水
産
・
畜
産
）

中
本

道
弘
氏

取
締
役
部
長

量
販
店
を
開
拓
、
基
盤
築
く

活やわらか煮込穴子


